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平成 26 年度の鞍手町の一般会計予算は、72 億 4,674 万円。昨
年度に比べて 7.9％、金額にして 6億 1,784 万円の減額となって
います。減額の主な要因は、中学校の統合に伴う事業費が前年
度に比べて大幅に減ったことによるものです。平成 26 年度から
新たに予算を計上した主な事業は、個性ある地域づくりを推進
するための計画の策定、65 歳以上の高齢者への肺炎球菌ワクチ
ン接種に対する助成、防犯灯の整備、新中学校の運動場等の整
備などです。

平成 26年度の鞍手町の予算が３月定例
議会で決まりました。創意工夫をしな
がら、より良いまちづくりを進めてい
きます。

民生費
●介護保険広域連合の負担金に（２億
7,756 万円）●障がい者の自立支援費
に（3億 9,575 万円）●重度障害者や乳
幼児、ひとり親家庭などの医療費対策に
（9,870 万円）●児童手当に（2億 4,428
万円）●老人保護措置の委託に（3,590万
円）●総合福祉センターの施設管理などに
（6,784万円）●社会福祉協議会への補助
金に（4,272万円）

教育費
●中学校の統合に伴う運動場の整備工事や
外構工事などの関連事業に（5億26万円）

土木費
●下水道事業特別会計への繰出金に（3
億 2,800 万円）●通学路などの道路の整
備に（2億 207万円）

衛生費
●ごみやし尿の処理に（４億1,481万円）
●健診や健康教育、訪問指導など保健対策
の推進に（2,617万円）

総務費
●電子計算機の管理に（１億2,971万円）
●個性ある地域づくり推進計画の策定に
（513万円）

農林水産業費
●計画転作の推進に（340万円）
●水田農業の機械導入支援に（700万円）

消防費
●直鞍広域消防への負担金に（3億5,759
万円）●消防団の運営や防火水槽の新設
に（3,197万円）

商工費
●路線バス等運行の負担金に（2,318 万
円）●商工会への補助金に（500万円）
●鞍手ｓｇ（特産品の通販サイト）の運営に
（194万円）

収入 INCOME

72億4,674万円
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自営業の人や退職者の医療を給付する会計です。今年度の予算額は22億 950万円。支出では、
保険給付費と共同事業拠出金、後期高齢者支援金の３つで全体の 93.8%。収入では、全体の
15.1%を占める国保税と、国からの支出金が主なものです。

国民健康保険事業特別会計
…22 億 950 万円

西川沿い 11か所に設置されているポンプの維持管理をするための会計です。
今年度の予算額は 5,546 万円。収入は、ほとんどが運営基金からの繰入金です。支出では、ポ
ンプの管理者の賃金や光熱費、修繕料などに使われます。

かんがい施設維持管理運営費
特別会計…5,546 万円

同和地区の住環境改善を目的に必要な人に資金の貸付を行うための会計です。現在では、貸付事
業は終了し、回収事業だけを行っています。今年度の予算額は85万円。収入は、貸付金の回収金
です。

住宅新築資金等特別会計
…85 万円

生活環境の向上と河川の汚濁防止を目的に町の下水道を整備するための会計です。今年度の予算額
は、７億9,542万円。中間市にある終末処理場の負担金や下水道管布設工事などに使われます。

流域関連公共下水道事業特別会計
…7 億 9,542 万円

農業用水を確保するために室木の谷山池から倉坂地区まで約13㎞にわたって設置されているパ
イプラインの維持管理をするための会計です。予算額は 926万円。収入は、ほとんどが運営基
金からの繰入金です。支出では、パイプラインの管理委託料などに使われます。

谷山池パイプライン水利施設維持管理
運営費特別会計…926 万円

水道事業運営のために設けられた独立採算性の会計で、収入の大部分は、私たちが支払う水道
料金です。
今年度は、給水戸数6,653戸、総給水量165万立方メートルで計画。資本的支出では、水道施設
の改良や借入金の返済などに1億332万円を予定しています。

水道事業会計
収入…3 億 4,792 万円　支出…3 億 7,201 万円

42億
3,679万円

特別会計

（収入）
3億4,792万円

（支出）
3億7,201万円

企業会計

一般会計

予算
平成26年度のまちづくり

■一般会計・・・72 億4,674 万円
■特別会計・・・42 億3,679 万円
■企業会計・・・ 3 億4,792 万円

総合計  118 億3,145 万円

◉平成26 年度はこのような事業にお金を使います

・分担金、負担金…1 億 116 万円（1.4％）
・地方消費税交付金…1 億 7,500 万円（2.4％）

・地方譲与税…5,900 万円（0.8％）
・そのほか…4,736 万円（0.7％）

民生費
24 億 3,224 万円

（33.6％）

土木費
8 億 2,347 万円

（11.4％）

公債費
6 億 6,734 万円
（9.2％）

総務費
7 億 4,450 万円
（10.3％）

衛生費
7 億 5,142 万円
（10.4％）

教育費
10 億 1,133 万円

（14.0％）

・議会費…9,802 万円（1.4％）

・予算額は１万円未満を四捨五入しているため、必ずしも合計額が総予算額と一致するとは限りません。
・かっこ内は全体の予算に占める割合を表しますが、小数点第２位を四捨五入しているため、必ずしも合計が 100% になるとは限りません。

支出

依存財源…64.8%自主財源…35.2%

町税
16 億 2,470 万円

（22.4％）

地方交付税
21 億 3,000 万円

（29.4％）

町債
11 億 1,360 万円

（15.4％）

・そのほか
　（1.1％）

・商工費…5,661 万円　・労働費…1,000 万円
・予備費…1,000 万円　・災害復旧費…1 万円

・消防費…5 億 125 万円（6.9％）

後期高齢者医療特別会計
…2 億 4,490 万円

後期高齢者医療制度を運営するために設けられた会計です。今年度の予算額は2億4,490万円。
支出では後期高齢者医療広域連合納付金が全体の 99.1％。収入の 99.7％が後期高齢者医療保
険料と一般会計からの繰入金です。

・そのほか…1 億 7,710 万円（2.4％）

・県支出金…4 億 2,547 万円（5.9％）

地方独立行政法人くらて病院貸付金特別会計
…3 億 2,374 万円

地方独立行政法人くらて病院（旧町立病院）への貸付金などを管理するための特別会計です。
収入は、町が直接借り入れる町債と町債の償還に関してくらて病院から受け取る負担金です。
支出は町が借り入れた町債をくらて病院に貸し付ける貸付金と町債の元利償還金です。

・使用料、手数料…1 億 6,427 万円（2.3％）

・繰入金…4 億 8,256 万円（6.7％）

・農林水産業費…1億4,055万円（1.9％）

旧炭鉱跡地から高濃度の鉄分を含む排水「赤水」が出ており、国の指導のもとで処理施設を建設
するため、泉水改良住宅の一部を移転するための会計です。平成24年度から平成 26年度まで
の3年間事業で、収入のほとんどは、「独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構」からの
負担です。支出は、団地の造成や町営住宅建設に使われます。

泉水改良住宅移設事業特別会計
…5 億 9,766 万円

国庫支出金
7 億 4,652 万円
（10.3％）


